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聖域なき構造改革と市政！ 
小田原市議会６月定例会一般質問から 

前回までの残高       １６１,３２２円 

印刷代（ビラ印刷代）     １９,４６２円 

交通費（駐車場、燃料代）   １２,１０３円 

会場費差額            －８００円 

通信費（携帯電話）           ４,６３６円 

合計 01/6/4～01/6/30       ３５,４０１円 

 

寄付は､さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 

普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！     
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 小田原市議会６月定例会一般質問で以下の項目を 

市長に問いました。 

■聖域なき構造改革の中で本市の基本的な財政の考 

え方について 

Q.道路特定財源の見直し､*地方交付税制度の見直し 

 が本市にどんな影響を及ぼすのか？また、市は地 

 方交付税交付団体であり続けるのか？ 

A.構造改革がまだ具体化していないため、歳入の増 

 減や規模が確定していないが、既に地方交付税制 

 度の見直しで臨時財政対策債（地方交付税の不足 

 分の強制的な借金）を確定後に補正する予定であ 

 り、状況は確実に変わってきている。 

  昨年度は、経常経費の節減を進めた結果、財政 

 調整基金10億円の取り崩しをせずに済むなど、効 

 率的で健全な財政運営に今後とも努力していく。 

 

■自治体合併を視野に入れた事業の検討について 

Q.住民基本台帳システムの導入等により市境が部分 

 的に無くなってくる。行政サービスの広域化や相 

 互利用を進める協議を2市8町でしておく必要が 

 あるのではないか？ 

A.住基システムは、15年8月からの全国一斉運用   

 に向け準備を進めている。また、ICカードの空き 

 メモリーの運用方法は、現在国で標準化を進めて 

 いるところである。 

  施設利用については、既に市境を越えて共用で 

きるものが多く、県西 

地域広域市町村圏協 

議会においても「広域 

連携の強化」が基本で 

あるが、本市が進めて 

いるインターネット 

予約等の対応には、自 

治体間に温度差があ 

るのが現状である。 

■お城通り地区再開発事業について 

Q.平成元年３月の再開発準備組合設立以降の市費投 

 入総額はいくらか？また７０％の土地所有者であ 

 る小田原市の姿勢は？ 

A.準備組合補助金として４１０万円、コンサルタン 

 ト委託料として１億５０万円投入している。念の 

 ため今回公表された基本計画作成費用は２０万円 

 である。 

  このお城通り地区再開発事業は、市として非常 

 に大切な事業で、実現に向け最大限の努力をす 

 る。また駅ビル計画については現在まで明確な回 

 答を得ていないが、引き続き要望していく。 

＊地方交付税制度 

 基準財政需用額－基準財政収入額＝財政不足額 

地方交付税交付金は、財政不足額に準じ交付する。 

・基準財政需用額 

 妥当かつ合理的な平均的水準として算定した行政 

 運営費。 

 （補正係数を乗ずるが、人口の補正係数が大） 

・基準財政収入額 

 標準的に収入しうる地方税等 

 （市民税、固定資産税等） 
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武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

 ７月の勉強会は、参議院議員選挙の告示期間中（７/１２～７/２８）のため 

中止いたします。 

 ８月の勉強会は、８/１８（土）市民会館６階第１多目的室で１８時より開 

催します。テーマは、８月の月刊武松でお知らせします。 

 

勉強会は、必ず第３土曜に開催いたします。 
 

 
 

 

 

私は参院選では、同世代の小林ゆたかさんを応援します。 

 
 

会員募集！ 後援会員を募集しています。年会費１口３０００円で上限は１０口とします。 

会費は月刊武松の制作や発送、勉強会の運営、交通費等に充てられます。 

振込先：さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！  

 お城通り地区再開発事業の基本計画が、示された 

とき、その計画図にＩＴプラザというのがありまし 

た。（表ページ参照） 

 ＩＴプラザが何をするのかわかりませんが、人と 

情報が行き交うというコンセプトを具体化したもの 

なのでしょう。しかし、どうも引っかかるのです。 

 ＩＴ革命といわれ、急速に情報化が進みました。 

なかでもｉ-モードが典型ですが、現在の情報の受発

信は、携帯端末で個人に直接が標準化しつつありま

す。 

 駅隣接のターミナル機能の高いお城通り地区に、 

ＩＴプラザが必要なのでしょうか？ 

 情報は、個人に直接の時代ですから、人の集まる 

ところには、むしろ現実のサービスが必要なのでは

ないでしょうか？ 

 現実のサービスは、例えば駅保育所、行政窓口、 

子育て支援センター、市民活動サポートセンター、 

観光案内所等々・・・個人的には、城下町ホールも駅

隣接地にあるべきだと考えるようになりました。 

 城下町ホールは、現在三の丸地区の建設計画に

なっていますが、ホールに回遊性を求めていいので 

しょうか？わざわざ来場者を歩かせることがホール

の魅力を下げてしまうのでないかと危惧するので

す。来場者の多いホールで商店街の活気を取り戻そ 

うという二兎を追うような政策は共倒れになってし

まいます。 

 新幹線を含め５路線が停車するターミナル機能の 

高い駅周辺だからこそ、ホールに回遊性を求めては 

ならないと考えるようになりました。（武松） 

回遊かターミナルか？ 

小型焼却炉は使用禁止のはずですが？ 市内在住 ６０代 男性 

 既に小型焼却炉の使用や、野焼きが禁止されているはずですが、市ではどのような対策をとっている 

のですか？ 

 

 市では、随時巡回パトロールを行っています。市環境部環境保全課（℡ ３３-１４８２）に対象とな 

る設置場所を連絡していただければ、指導致します。 

 最近、苦情が増えているようですが、設置場所を明確に伝えていない例が多く、具体的措置が取れな 

いこともあるそうです。通報者の秘密も守られますので確実に対象となる場所を連絡して下さい。 

 なお、法的には、神奈川県生活環境の保全等に関する条例の第４９条に屋外燃焼行為の制限が適用さ 

れます。 

規制で定めるもの（燃やしてはならないもの） 

 ①合成樹脂 ②ゴム ③木材（伐採木、木の枝を含む） ④布 ⑤紙 

例外措置として、地域的慣習による催し（どんど焼き等）に伴う燃焼行 

為、その他の規制（農業関係）で定める燃焼行為があります。 

                            （武松） 

The Voice    今までに頂いたご意見から 


